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imuIated Raman Scattering (SRS) , Two Plasmon Decay Instability , Modula tional Instability , 




第 4 章前半では， SRS と Two PIasmon Decay Instability と遮断密度nc の 1/4 にあたる密度以下で
起こる不安定性から来る散乱光のスペクトラムの測定結果について述べている。乙の散乱光の波長域は
入射波長からその 2 倍の波長にわたり，それぞれ特徴的な性質を示すことを明らかにしている。
散乱光の特性として入射レーザー強度偏光度依存性から SRS は更に absolute と convective の 2 種に
















ラズマからの SRS ， SB S , Two Plasmon Decay lnstability などの現象を適確に測定し，きわめて明
快なデーターを与えている。得られた新知見を列挙すれば，




(3) その他Two Plasmon Decay Instabili ty やプラズ、マ遮断密度域からの鏡面反射についても新しい知
見を得ており，散乱光の偏光度と飽和レベルの関係を詳細に検討し，物理的モデルを明らかにしてい
る。
Ql上i乙述べたように本論文はレーザ一散乱の手法を用いプラズマ中の非線形波動の検出と解析に多くの
知見を与え， レーザー核融合の研究に重要な寄与を確立している。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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